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基準値(H28)

目標値(R04) H30年度 R元年度 R02年度 R03年度 R04年度

2,254 3,065 3,272 3,360 3,522

4,354 × × × ×

16 20 20 19 20

21 × × × ×

基本目標 みんなで“支えあう”～ほっこり暮らせるまちづくり～

令和４年度　第５次総合計画施策評価シート【年度初め用】

担当部署 介護健康課

施策 高齢者福祉

施策の方向・内容 具体的な事業内容

在宅福祉サービス

高齢者が住み慣れた地域で安心して生活が続けられるよう、医療・手当とともに、在宅福祉サービス事業、一人
暮らし老人福祉事業及び老人福祉手当支給事業を実施する。具体的には、寝具乾燥事業、配食サービス事業
及びタクシー料金助成事業等を実施するとともに、一人暮らし支援のための緊急通報システムを設置し、ねたき
り老人等介護手当支給を行う。

施設福祉サービス

多くの機能を兼ね備えた拠点施設である扶桑町いこいの家、扶桑町サングリーンハウス及び高雄シルバーハウ
スの施設を活用し、民間活力を検討しながら、施設サービスの充実に努める。令和３年度においても、扶桑町サ
ングリーンハウス（扶桑町シルバー人材センター）のハウス水耕栽培廃止後の跡地について、具体的な検討を
行う。

相談・支援

地域資源を活用しながら、高齢者にとって身近で総合的な相談窓口としての包括的支援事業を実施する。認知
症総合支援事業を推進するため、地域包括支援センターに認知症サポート医等からなる認知症初期集中支援
チームを配置し、初期段階における支援を集中的に実施する。

社会参加・生きがいづくり

高齢者の就業機会を提供し、豊富な経験や知識などを生かした社会参加を促進する。公共宅老事業の実施、
地区宅労事業の促進を支援し、活動をサポートするとともに見直し案を検討する。

めざそう値・指標名 指標の定義
実績値

1
認知症サポーター養成講
座受講者数

認知症サポーター養成講座の受講者数　（人）

2
地区宅老（地区サロン）事
業実施箇所数

地区宅老（地区サロン）事業を実施している数　（か所）
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4

前年度の評価を踏まえた今年度の課題

・水耕栽培廃止後のハウス水耕栽培施設跡地について検討したが、具体的な方向性が決まっていない。
・公共宅老事業の利用者の減少と地区宅老への支援のあり方について

前年度の評価を踏まえた今年度の改善策・方針

・令和3年度に取り壊しが予定されているハウス水耕栽培施設跡地について、引き続き検討を重ねていく。
・公共宅老事業におけるプレミアムサロン及び地区宅老事業への支援のあり方については、扶桑町社会福祉協議会と協議を重ねているところであり、今後具体的な方針を示して
いく。


